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町
営
高
尾
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
高
尾
住
宅
の
入
居
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

住
宅
の
名
称　

町
営
高
尾
住
宅

所
在
地　

高
尾　

番
地
１

４１

規
模
・

構
造　

木
造
平
屋
建
３
Ｄ
Ｋ

募
集
戸
数　

１
戸

月
額
家
賃　

４
万
２
千
円

敷
金　
　

万
６
千
円
（
家
賃
の
３

１２

か
月
分
）

入
居
予
定
日　

平
成　

年
５
月

１８

申
込
方
法　

次
の
書
類
を
役
場
産

業
振
興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
①
申
込
書
（
産
業
振
興
課
に

あ
り
ま
す
）
②
入
居
者
全
員
の
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証
明
書
③

入
居
者
全
員
の
住
民
票

申
込
期
限　

５
月
１
日
ま
で

※
入
居
資
格
な
ど
、
お
問
合
せ
は

役
場
産
業
振
興
課
（
電
話　

‐
２

７２

１
０
１
）
ま
で

鳥
取
県
職
員
・
警
察
官

　

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

①
県
職
員

受
付
期
間　

５
月　

日
（
木
）
～

１１

５
月　

日
（
月
）

２９

第
１
次
試
験
日　

６
月　

日
（
日
）

２５

②
警
察
官

受
付
期
間　

５
月　

日
（
木
）
～

１１

６
月　

日
（
火
）

１３

第
１
次
試
験
日　

７
月
９
日
（
日
）

●
受
験
案
内
（
申
込
書
）

配
布
時
期　

５
月
上
旬
か
ら

配
布
場
所　

県
庁
受
付
、
各
県
民

局
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
県

事
務
所
な
ど
（
警
察
官
採
用
試
験

に
つ
い
て
は
県
内
警
察
署
、
交

番
・
駐
在
所
で
も
配
布
し
ま
す
）

※
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、　
９０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
あ
て
先
記
入
）
を
同
封
し
、「
県

職
員
（
大
卒
程
度
）」
ま
た
は
「
警

察
官
（
大
卒
程
度
）」
と
朱
書
き
し

て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
鳥
取
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
申
込
書
を
印
刷
し
て
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
募
集
職
種
、
受
験
資
格
、
申
込

方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
受
験
案

内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
の
請
求
・
問
合
せ

県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０　

鳥
取
市

東
町
１
丁
目
２
７
１

（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
７
５
５
３
）

２６

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）

　

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
～
７
日
）

に
ち
な
ん
で
、
裁
判
所
、
法
務
省

お
よ
び
弁
護
士
会
の
共
催
の
行
事

を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

①
裁
判
傍
聴
・
裁
判
所
見
学
会

日
時　

５
月　

日
（
金
）
午
前
９

１２

時
～
正
午

場
所　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

米
子
支
部

定
員　
　

人
３０

申
込
先　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子

支
部
庶
務
課
（
電
話
０
８
５
９
‐

　

‐
２
２
０
５
）

２２②
県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
日
時　

５
月
９
日
（
火
）
午
前　
１０

時
～
午
後
３
時

場
所　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所

米
子
支
部

定
員　
　

人
程
度
（
当
日
受
付
順
）

２５

問
合
せ　

県
弁
護
士
会
（
電
話
０

８
５
７
‐　

‐
３
９
１
２
）

２２

※
開
催
日
当
日
は
鳥
取
地
方
裁
判

所
米
子
支
部
庶
務
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

http://www.pref.tottori.jp/jinji/

　町内５か所に設置し

ている『提案箱』に寄せ

られたご意見・ご提案の

一部をご紹介します。
　

（町内の方からのご提案）

　全国から観光客がやって来る金持神社ですが、先

日行ってみると、県外からの参拝者など多くの方が

来られていて、いろんな人との出会いがありました。

　そんな中で考えたのは、地元の人たちみんなで有

名な金持神社を大切にしようということです。清掃

や野菜の無人販売をしたり、売店を活性化させたり、

みんなが神社について説明できるようになったりし

てみてはどうでしょうか？そうすればまちがもっと

元気になると思います。
　

　貴重なご意見ありがとうございます。町観光協会

では、金持神社を観光の目玉に、また少しでもまちの

活性化にと、昨年末から団体の旅行ツアーを誘致し、

神社の説明などガイド案内をしています。神社その

ものに勝手に手をつけることはできませんが、この

旅行ツアーにも、神主さんや氏子の方にもご協力い

ただいて事業展開しています。

　また、売店もこの４月から観光協会のスタッフで

管理などをすることになり、現在、売店で販売する商

品も町内に募集しています。併せて、キハダ染めの

『黄色いハンカチ』など、新しい商品開発も進んでい

ます。

１日も休まずお客様の対応ができるよう、また、中に

入ってみたいと思っていただけるような店づくりに

頑張りたいと思います。　　　　　（町・町観光協会）

提案箱の設置場所：町役場、

役場黒坂支所、日野病院、根

雨および黒坂郵便局

●まちへのご意見・ご提案などなんでも提案箱へお寄せください。寄せられたご意見の一部と回答を紙上でご紹介します。

●
お
し
ら
せ

　

日
野
病
院
で
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
病
後
児
保
育
事
業
は
、

利
用
者
の
減
少
等
の
た
め
、
昨

年
度
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　新緑のまぶしい、さわやかな季節になりました。

広い園庭で、遊具や砂場でのびのびと遊びましょう。

帽子と、お茶などの飲み物を持って来てくださいね。

　また、５月から子育て支援室の開所時間を、

の２時間とさせていただき

ますので、よろしくお願いします。

　なお、５月１７日は、図書館からの『おはなし会』

を予定しています。時間は、午前９時４０分から午前

９時５０分です。ぜひお越しください。お待ちして

います。

　ひのっこ保育所　担当　音田

　　　　(電話７２－０２３８)

○印が実施日です

（１７日はおはなし会）

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　

　

　　　

山
里
の
昼
を
灯
し
て
雛
の
店   
（
講
師
）
谷   　

悦
子

　　

鉢
花
を
選
り
て
迷
ひ
て 
日 
脚
   

伸
ぶ　
　

安
達
つ
る
ゑ

ひ 

あ

し

　　

宝
塔
へ
石
段
た
ど
り 
苔 
青
み　
　
　
　

荒
木　

習
子

こ
け

　　

う
ら
ら
か
や 
三
味 
の
稽
古
か
路
地
流
る 　
　

勝
瀬　

京
子

し
ゃ
み

　　

湧
き
水
の
味
の
ま
ろ
さ
よ
春
の
風　
　

金
川　

昭
子

　　
 
蕗 
の
薹

ふ
き

と
う

   

馬
頭
観
音
囲
み 
生 
ふ　
　
　
　

久
城　

霞
渓

は

　
　
　

雛
の
目
の
涙
ぐ
む
か
に
灯
を
映
し   　

徳
本
千
鶴
子

　　

木
の
芽
風
林
湧
き
立
つ
気
配
し
て　
　

真
壁
富
貴
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

届
出　

３
月　

日
～
４
月　

日   
敬
称
略

１３

１２

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

３
月
届
出
分

西
村　

泰
知　
   
和
宏
･
智
子     
男
の
子   

根
雨

　

４
月
届
出
分

小
倉
啓
太
郎　
    
格
･
路
子　
  
男
の
子   
下
黒
坂

宮
脇　

彩
華　
   
慎
治
･
め
ぐ
み    
女
の
子   

三
谷

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

３
月
届
出
分

緒
形　

数
恵　
　
　

歳　
　

黒
坂

８２

井
原　

繁
子　
　
　

歳　
　

板
井
原

８０

松
原　

昭
子　
　
　

歳　
　

金
持

７５

小
谷
つ
る
子　
　
　

歳　
　

下
榎

５３

　

４
月
届
出
分

吉
岡　
　

操　
　
　

歳　
　

濁
谷

７８

瀬
田
は
る
江　
　
　

歳　
　

安
原

９２

長
住　

正
義　
　
　

歳　
　

高
尾

８１

■４月号恒例の新一年生特集、なんと昭和５２年から続いて
いる長寿企画なのです。今をさかのぼること〇〇年、ワタク
シめももちろん掲載されておりました。あの頃はかわい
かったなぁ…（遠い目）■でも、まさか将来その写真を撮る
立場になろうとは。人生何が起こるかわかりませんね。（i）


